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天才アートとは、障碍
のある人の多くがもつ
優れた感性と表現力、
そこから湧き出る独

創的なアート作品に対して、特定非営
利活動法人 障碍者芸術推進研究機構

（天才アート KYOTO）が独自にネーミ
ングしたものです。当機構は天才アー
トを推進し、その啓発・普及活動を積
極的に行っています。 天才アート
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第
４
回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展
を
来
る
５
月
18
日

（
金
）
か
ら
、
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に

開
催
し
ま
す
。

今
回
の
展
示
は
、
土
屋
彰
男
さ
ん（
天
才
ア
ー
ト

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
所
属
）
と
大お
お
や
な
ぎ栁憲
一
さ
ん
（
洛
西
ふ
れ

あ
い
の
里
所
属
）
の
２
人
の
作
品
展
で
す
。
最
近
の

土
屋
作
品
は
、
○
▽
□
な
ど
の
図
形
を
動
物
や
鳥

な
ど
に
見
立
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
図
像
化
し
、
シ
ン
プ
ル

に
配
置
し
た
ポ
ッ
プ
な
世
界
が
特
徴
的
で
す
。一
方
、

大
栁
作
品
は
、
あ
ら
か
じ
め
色
彩
構
成
し
た
画
面

に
、
正
確
な
数
字
を
フ
ォ
ン
ト
の
よ
う
に
順
列
を
決

め
て
羅
列
し
た
抽
象
表
現
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
風
の
ま
っ
た
く
異
な
る
２
人
の
作
品
で
す

予 　 告

展 覧 会

が
、
図
形
と
数
字
と
い
う
記
号
的
な
要
素
に
こ
だ

わ
っ
て
展
開
さ
れ
る
「
構
成
的
」
と
も
い
え
る
共
通

し
た
特
長
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
今
回
の
企
画
展
は
、
題
し

て
『
土
屋
彰
男
と
大
栁
憲
一
、２
人
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ン
。』
と
し
ま
し
た
。
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
階

の
２
室
で
展
示
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◎
第
４
回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展

　

会
期
＝
５
月
18
日 （
金
）〜
27
日（
日
）休
館
日
な
し

　

時
間
＝
11
時
〜
18
時
（
最
終
日
17
時
ま
で
）　　

 

　

会
場
＝
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
（
地
下
鉄
東
西
線
「
二
条
城
前
駅
」
下
車
徒
歩
３

　

分
／
市
バ
ス
「
堀
川
御
池
バ
ス
停
徒
歩
１
分
）

品
に
は
、
動
物
や
鳥
が
よ
く
登
場
し
ま
す
が
、
制

作
さ
れ
た
作
品
の
動
物
や
鳥
は
類
似
す
る
も
の
が

一
切
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
イ
メ
ー
ジ
が
反

映
さ
れ
、
そ
の
魅
力
を
際
立
た
せ
る
作
品
展
と
な

り
ま
し
た
。
来
場
者
は
２
会
場
で
国
内
外
含
め
て

１
０
１
７
人
を
記
録
し
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
個
々

の
作
品
を
満
喫
で
き
た
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
中
の
16
日
（
火
）
に
は
京
都
市
立

総
合
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
研
修
会
が

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
、
作
品
の
観
賞

と
重
光
豊
当
機
構
副
理
事
長
に
よ
る
「
障
碍
者
芸

術
の
現
状
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
市
内
の
総
合
支
援
学
校
８
校
に
通
う
児
童
生

徒
の
保
護
者
と
校
長
先
生
の
45
人
が
参
加
さ
れ
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
才
能
に
感
動
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
所
属
作

家
の
作
品
の
中
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
企
画
展
や
作
品
展
を
開
催
す
る
こ
と
で
多
様
な

視
点
か
ら
鑑
賞
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

報 　 告

展 覧 会

２
０
１
８
年
新
春
企
画
展
「
天

才
ア
ー
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
展
」
を
、
１
月

11
日
（
木
）
～
１
月
21
日
（
日
）
堀

川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
１
月
13
日

（
土
）
～
19
日
（
金
）
東
山
区
総

合
庁
舎
２
階
東
山
青
少
年
活
動
セ

ン
タ
ー
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。「 

Ａ
Ｂ
Ｃ
展
」の
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
は
、

「A
nim

al Bird C
ollection

」

を
意
味
し
、
動
物
や
鳥
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
を
集
め
た
作
品
展

と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
絵

画
40
点
と
立
体
作
品
11
点 

、
東
山

青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
絵
画

11
点
と
、
合
わ
せ
て
62
点
を
展
示

し
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
人
の
作

2018年新春に多くの来場者『天才アートABC展』 

京都市立総合支援学校 PTA 連絡協議会の研修会

堀川御池ギャラリー（上）・東山庁舎 2 階青少年活動センター（下）

企画第
４
回 天才アートKYOTO

2018５.1８（金）～５.2７（日） 　　　　　　 11:00～18:00
堀川御池ギャラリー

休館日なし　入場無料 最終日は 17: 00 まで

京都市中京区油小路通御池押油小路 238-1　地下鉄東西線「二条城前駅」下車徒歩 3 分    市バス「堀川御池」バス停徒歩 1 分
駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。

土屋彰男と大栁憲一、

主催 ＝ 特定非営利活動法人　障碍者芸術推進研究機構　 　　 共催 ＝京都市　京都市教育委員会　 　　 後援 ＝京都新聞社会福祉事業団　　京都市立総合支援学校長会
協力＝文化庁地域文化創生本部　大谷大学 PENKI FACTORY MediaWorks　 　　助成＝京都オムロン地域協力基金　京都新聞社会福祉事業団　
協賛＝洛和会ヘルスケアシステム　 　◎お問い会わせ＝info@tensai-art.kyoto（天才アート KYOTO）または tel.075-352-2285（京都市教育委員会総合育成支援課）

天才アートとは、障がいのある人の手による独自の創作をいいます。

２人のコンポジション。

土屋彰男　黄色の背景の牛　2009年 大栁憲一　コンピューター　2013年

第
４
回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展
を

５
月
18
日
か
ら
開
催
し
ま
す
。
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「
第
28
回
ニ
ッ
コ
ー
を
支
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ・

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」に
出
展

２
０
１
８
年
２
月
15
日
（
木
）
か
ら
19
日
（
月
）

ま
で
の
５
日
間
に
わ
た
り
大
丸
京
都
店
６
階
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
公
益
社
団
法
人 

日
本
国
際

民
間
協
力
会
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
が
後
援
さ
れ
て
い
る

「
第
28
回
ニ
ッ
コ
ー
を
支
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
」
に
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
複

製
画
８
点
を
出
展
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
関
西
を
中

心
に
日
本
全
国
の
芸
術
家
、
宗
教
家
、
茶
道
の
お

家
元
や
文
化
人
な

ど
１
６
２
名
か
ら

２
０
０
点
以
上
の

作
品
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の

中
に
、
ニ
ッ
コ
ー

を
支
え
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
実
行
委
員

会
様
か
ら
の
ご
好

意
で
、
複
製
画
を

出
展
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
美
術
品
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
々
に
観

て
い
た
だ
く
機
会
が
得
ら
れ
た
と
と
も
に
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
入
札
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
作
品

の
人
気
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
複
製

画
の
売
上
金
は
、
作
家
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
と
当

機
構
の
運
営
費
に
還
元
さ
れ
、
ま
た
、
販
売
定
価

を
超
え
た
分
の
入
札
金
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
様
へ
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
！

～
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
～

天
才
ア
ー
ト
作
品
ポ
ス
タ
ー
展

２
０
１
８
年
２
月
３
日
（
土
）
か
ら
３
月
８

日
（
木
）
ま
で
京
都
駅
新
幹
線
地
下
自
由
通
路
に

て
、
京
都
市
下
京
区
役
所
「
下
京
区
区
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
補
助
に
よ
る
「
天

才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
！
」
～
公
共
空
間
に
ア
ー

ト
の
彩
り
！
～
「
天
才
ア
ー
ト
作
品
ポ
ス
タ
ー
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

40
メ
ー
ト
ル
の
壁
面
に
紹
介
パ
ネ
ル
２
枚
を
含
め

41
枚
も
の
Ｂ
１
サ
イ
ズ
の
パ
ネ
ル
が
並
び
、
壮
観
な

様
相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
を
は
じ
め
通

路
を
利
用
さ
れ
る
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
、
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
展
覧
会
会
場
と
は
違
っ
た
、
こ
の
よ
う
な

公
共
の
場
で
多
く
の
方
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
作
品
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に

ブ
ー
ス
出
展
―

お
絵
描
き
講
座
を
開
催

２
０
１
７
年
12
月
16
日
（
土
）、
京
都
市
勧
業

館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」
で
行
わ
れ
た
第
20
回
京

都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
「
文
化
庁
移

転
・
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推
進
チ
ー
ム
」
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、「
私
た
ち
が
伝
え
る
！
文
化
の

チ
カ
ラ
講
座
」
第
１
回
講
座
「
見
る
！
感
じ
る
！

描
く
！
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
お
絵
か
き
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

紙
や
ク
レ
パ
ス
な
ど
の
筆
記
具
を
用
意
し
た

ブ
ー
ス
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
次
々
に

や
っ
て
来
て
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品

を
ヒ
ン
ト
に
自
由
に
お
絵
か
き
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
当
機
構
の
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
好
評
で
し
た
。

し
て
、「
天
才
ア
ー

ト
が
や
っ
て
来
た
展 

in 

花
園
大
学
」
と

し
て
複
製
画
９
点
を

出
展
。

同
大
学
拈ね
ん
げ
か
ん

花
館
の

会
場
に
は
、
精
神
障

害
・
発
達
障
害
の
あ

る
方
々
の
雇
用
サ
ポ
ー
ト
を
学
ぶ
参
加
者
を
は
じ

め
多
く
の
学
生
が
訪
れ
、
作
品
に
関
心
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

地
域
の
小
学
校
で
の
作
品
展
に
参
加

２
０
１
７
年
12
月
10
日
（
日
）
に
、
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
所
属
作
家
石
原
寛
子
さ
ん
の
作

品
が
、
石
原
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
京
都
市
立
御
室

小
学
校
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
会
は
御

室
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、絵
画
、

書
道
、
写
真
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
域

の
方
々
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

作
家
が
生
活
す
る
地
域
の
近
く
で
作
品
を
展
示

す
る
こ
と
で
、
作
家
の
才
能
や
作
品
の
素
晴
ら
し

さ
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
作
家
へ
の
支
援
活
動
や

日
常
生
活
が
よ
り
豊

か
に
な
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ

ま
す
。
今
後
も
恒
例

の
作
品
展
の
充
実
と

合
わ
せ
て
、
作
家
の

居
住
地
域
と
の
連
携

も
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
来
た
展

in 
花
園
大
学
」
を
開
催

２
０
１
７
年
12
月
19
日
（
火
）、
花
園
大
学
と

京
都
労
働
局
、
発
達
障
害
学
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
隊

が
連
携
し
て
開
催
さ
れ
た
「
精
神
・
発
達
障
害
者

し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
会
場
に
隣
接

会場の一角に設けられた天才アートKYOTO の複製画コーナー

天才アート KYOTO のお絵かきコーナー

石原寛子さんの作品（手前）と会場の様子 複製画に見入る講座参加者の皆さん
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欧
米
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

高
島　
作
品
の
評
価
に
つ
い
て
の
議
論
は
尽
き
な

い
。
話
を
変
え
て
欧
米
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

服
部
先
生
に
お
話
を
伺
い
た
い
。

服
部　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
始
め

た
の
は
１
９
９
０
年
前
後
で
、
１
９
９
２
年
に
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
ア
ー
ト
と
現
代
ア
ー
ト
を
対
比

す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
、
そ
の
頃
か
ら
ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
ー
ア
ー
ト
に
限
定
し
た
ア
ー
ト
フ
ェ
ア

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
は
、
現
代

ア
ー
ト
に
飽
き
た
コ
レ
ク
タ
ー
が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ

ト
し
、
作
品
を
買
い
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
２
０
０
５
年
頃
か
ら
現
代
ア
ー
ト
の
作
品

を
買
う
の
と
同
様
の
感
覚
で
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

ア
ー
ト
の
面
白
い
作
品
を
買
う
と
い
う
コ
レ
ク

タ
ー
も
増
え
始
め
た
。
こ
れ
は
現
代
ア
ー
ト
の
作

品
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
ア
ー

ト
の
作
品
の
方
が
手
ご
ろ
な
価
格
で
手
に
入
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
は
そ
も

そ
も
ア
ー
ト
の
市
場
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
日
本

人
が
普
通
に
作
品
を
買
う
社
会
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン

し
て
創
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
障
碍
者
の

ア
ー
ト
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
課
題
は
変
わ
ら
な
い
。

建
畠　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
宮
脇
と
い
う
画
廊
の
顧
客

に
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
ア
ー
ト
専
門
で
は
な
い

が
コ
レ
ク
タ
ー
が
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
大
阪
で

は
美
術
館
で
市
が
開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
覧

会
か
ら
派
生
し
、
作
品
の
売
買
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
難
し
い
が
ア
ー
ト
フ
ェ

ア
は
い
ろ
い
ろ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
ブ
ー

ス
を
設
け
る
の
が
良
い
と
思
う
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

話
か
ら
離
れ
る
が
、
私
は
障
碍
者
の
芸
術
を
楽
観

的
に
思
っ
て
い
て
「
障
碍
と
は
才
能
で
あ
る
」
と

言
っ
て
い
る
。
障
碍
者
は
あ
る
生
活
の
局
面
で
は

不
自
由
か
も
し
れ
な
い
が
、
障
碍
そ
の
も
の
が
プ

ラ
ス
に
な
り
才
能
と
し
て
開
く
こ
と
が
あ
る
。

京
都
と
ア
ー
ト

高
島　
障
碍
者
ア
ー
ト
は
西
洋
美
術
の
歴
史
の
文

脈
に
乗
っ
て
い
な
い
た
め
に
混
乱
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
21
世
紀
に
は
新
し
い
文
脈
が
始
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
空
想
し
て
い
る
が
、
障
碍
者
の
芸

術
は
一
つ
の
作
品
と
し
て
可
能
性
は
高
い
と
い
う

こ
と
は
、
先
生
方
の
お
話
し
か
ら
も
確
か
で
あ
る

の
で
、そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、

行
政
も
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す

が
、
京
都
と
い
う
特
殊
な
場
所
を
踏
ま
え
て
ご
意

見
を
伺
い
た
い
。

松
坂　
障
害
者
芸
術
に
限
ら
ず
、
ア
ー
ト
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
は
文
化
庁
で
も
施
策
を
考
え

な
け
れ
ば
と
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
障
碍
者
の

ア
ー
ト
作
品
を
買
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
い

る
は
ず
だ
が
、
売
っ
て
い
る
作
品
数
が
少
な
い

し
、
売
っ
て
い
る
場
所
も
な
い
。
例
え
ば
私
が
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
買
え
る
ア
ー
ト
作
品
が
欲
し
い

と
思
っ
た
と
き
に
、
現
代
ア
ー
ト
の
値
段
を
考
え

る
と
、
障
碍
者
の
ア
ー
ト
が
最
初
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
る
。

服
部　
展
覧
会
で
見
た
作
品
を
買
い
た
い
と
言
う

人
が
い
る
。
海
外
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
日
本
の
障
碍

者
の
作
品
が
買
え
な
い
、
ど
う
し
た
ら
買
え
る
か

が
分
か
ら
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
作
品
を
取
り

扱
う
画
廊
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
作
家
の
家

族
が
売
り
た
く
な
い
と
言
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

も
買
え
な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
家
族
の
心
情

は
よ
く
分
か
る
が
、
家
族
が
い
な
く
な
っ
た
時
、

作
品
が
処
分
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。

建
畠　
施
設
で
膨
大
な
数
の
作
品
を
保
管
す
る
の

は
難
し
い
。
セ
レ
ク
ト
し
た
作
品
を
コ
レ
ク
タ
ー

に
結
び
付
け
て
い
く
道
を
つ
く
る
の
は
画
廊
で
あ

る
が
機
能
し
て
な
い
た
め
に
流
通
の
期
待
は
薄

い
。
行
政
や
企
業
が
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
す
な
ど
提
言

が
必
要
で
あ
り
、
率
先
し
て
啓
発
す
る
人
が
い
て

ほ
し
い
。

服
部　
障
碍
者
の
作
品
は
私
た
ち
が
求
め
や
す
い

価
格
で
あ
る
代
わ
り
に
画
商
と
し
て
は
難
し
い
の

で
、
比
較
的
安
い
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
に
行
政
の
支
援

で
障
碍
者
の
ブ
ー
ス
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
く
の

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

松
坂　
例
え
ば
、
天
才
ア
ー
ト
展
の
よ
う
な
作
品

展
で
値
札
を
つ
け
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

重
光
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
副
理
事
長
）
公

共
の
展
覧
会
場
は
制
約
が
あ
る
が
、
私
設
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ら
可
能
。（
フ
ロ
ア
よ
り
）

建
畠　
学
生
た
ち
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
や
っ
た
ら
出
品
し
た
も
の
全
て
売
れ
た
。
障

碍
者
の
作
品
も
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
合
う
よ
う
に

思
っ
た
。

高
島　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
11
月
は
各
地
で
盛
ん
に

写
真
展
が
行
わ
れ
、
若
者
の
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
た
展
覧
会
は
世
界
の
画
廊
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス

を
も
ち
販
売
も
同
時
に
行
わ
れ
、
そ
こ
が
あ
る
意

味
で
世
界
の
流
行
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
京
都

で
も
そ
れ
が
で
き
な
い
か
と
思
う
。
一
過
的
に
で

は
な
く
10
年
20
年
と
進
め
て
い
け
ば
世
界
が
「
京

都
と
ア
ー
ト
」に
目
を
向
け
る
で
あ
ろ
う
し
、我
々

も
動
き
や
す
く
な
る
と
個
人
的
に
考
え
て
い
る
。

服
部　
大
阪
府
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
都
島
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
作
品
を
売
っ
て
い
る
が
、
一
点
も

売
れ
な
け
れ
ば
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
続
か
な
い

の
で
、
市
民
が
ど
う
動
く
か
が
大
事
で
あ
る
。

高
島　
障
碍
者
芸
術
と
は
何
か
と
い
う
問
題
は
議

論
を
重
ね
て
い
け
ば
具
体
的
な
こ
と
が
固
ま
っ
て

い
く
と
思
う
。
作
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う

に
広
げ
改
革
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
な
っ
た
。
障
碍
者
芸
術
を
邁
進
さ
せ

る
た
め
の
機
会
が
持
て
た
。

（
天
才
ア
ー
ト
展
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
年
10
月
28
日
よ
り
）

第
２
部	

鼎
談
（
抄
録
）
後
編

「
障
碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問
題
」　

　
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部　

事
務
局
長　

松
坂
浩
史 

氏

多
摩
美
術
大
学
学
長
・
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
館
長　

建
畠 

晢 

氏

甲
南
大
学
文
学
部　

准
教
授　
　
　

服
部 

正 

氏

〈
進
行
〉
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

理
事
長　

高
島 

寛

写真右から、服部 正氏、建畠 晢氏、松坂浩史氏、高島 寛
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レポート

トピックス

全
国
車
い
す
駅
伝
の
作
曲
を
終
え
て

―
下
嶋 

真
理

全
国
車
い
す
駅
伝
の
ネ
ッ
ト
中
継
で
使
わ
れ
る

レ
ー
ス
中
の
曲
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
曲
を
作
曲
し

ま
し
た
。
昨
年
、「
共
生
の
芸
術
祭
」
イ
ベ
ン
ト

で
千
佳
の
活
動
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
依
頼
で
し
た
。

レ
ー
ス
中
の
曲
の
作
成
に
あ
た
り
、
千
佳
は

昨
年
の
レ
ー
ス
の
様
子
をYouTube

で
見
て
イ

メ
ー
ジ
を
湧
か
せ
て
い
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
曲
を

４
曲
作
り
、
依
頼
者
様
に
２
曲
選
ん
で
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
ダ
ウ
ン
。
納

期
が
迫
る
中
、
な
ん
と
か
１
週
間
で
回
復
。
３
分

ほ
ど
の
サ
ン
プ
ル
曲
を
５
分
ほ
ど
に
仕
上
げ
る
の

で
す
が
、
長
く
す
る
た
め
に
新
し
い
曲
想
を
盛
り

込
む
と
一
曲
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
な
く
な
り
、

苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
に
つ
い
て
は
、
千
佳
に
し
っ

か
り
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
サ
ン
プ
ル
な

し
の
一
発
勝
負
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レ
ー
ス
本
番
の
１
週
間
前
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
車
い
す
駅
伝
の
広
報
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。千
佳
が
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
着
い
た
と
き
、

自
分
が
作
っ
た
曲
が
流
れ
て
い
る
の
を
聴
い
て
、

う
れ
し
そ
う
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。

３
月
11
日
（
日
）、
レ
ー
ス
当
日
の
ネ
ッ
ト
中

継
で
は
、
選
手
紹
介
の
前
に
千
佳
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
継
で
は
千
佳

の
曲
が
流
れ
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
は
協
賛
企
業
の

テ
ロ
ッ
プ
と
重
ね
て
流
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
中

継
の
様
子
を
何
度
も
見
な
が
ら
、
千
佳
が
ど
ん
な

こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
心

温
か
い
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
社
会
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
親
と
し
て
深
く
感
謝

せ
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

西
陣
麦
酒
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
で

複
製
画
を
販
売

京
都
市
上

京
区
西
陣

産
業
会
館
に

あ
る
「
西
陣

麦
酒
タ
ッ
プ

ル
ー
ム
」
の

店
内
に
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
複

製
画
を
展
示

販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。西
陣
麦
酒
は
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
の
「
西
陣
麦

酒
計
画
」
と
い
う
、
自
閉
症
の
方
々
の
就
労
支
援

の
一
環
と
し
て
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
、
販
売

を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

西
陣
麦
酒
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
は
、
現
在
販
売
さ
れ

て
い
る
「
柚ゆ
う
ず
む
げ

子
無
碍
」
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
金
曜
日
に
の
み
開
店
。
そ
の
壁
面
に
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
複
製
画
が
展
示
さ
れ
、

明
る
い
店
内
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
複
製
画
は
、
お
買
い
求
め
に
な
れ
ま
す
の
で

ス
タ
ッ
フ
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

西
陣
麦
酒
の
詳
細
はhttp://nishijin-beer.
com

/

で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

「
き
ょ
う
も
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
」
に
出
店

２
０
１
８
年
３
月
17
日
（
土
）
～
18
日
（
日
）、

左
京
区
岡
崎
の
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ

せ
」
で
開
催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
天

才
ア
ー
ト
の
製
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
２
０
０
年
の
悠
久
の

歴
史
の
中
で
培

わ
れ
た
京
都
の

「
匠
の
技
」
の

魅
力
を
国
内
外

に
発
信
す
る
た

め
、
平
成
13
年

度
に
春
分
の
日

を
「
伝
統
産
業

の
日
」と
定
め
、

京
都
市
主
催
で

毎
年
こ
の
日
を

中
心
に
、
１
月

～
３
月
に
市
内

各
地
と
東
京
で

開
催
す
る
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
で
す
。

今
回
の
出
店
は
、昨
年
よ
り
連
携
し
て
い
る「
和

ろ
う
そ
く
製
造
販
売
の
中
村
ロ
ー
ソ
ク
」
様(

伏

見
区)

の
協
力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
所
属
作
家
の
作
品
と
京

の
和
ろ
う
そ
く
と
の
「
伝
統
と
現
代
」
の
コ
ラ
ボ

を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
中
村
ロ
ー
ソ
クhttp://

w
w

w
.kyorousoku.jp/

）

作
品
保
管
庫
を
整
備

京
都
府
共
同
募
金

会
様
よ
り
赤
い
羽
根

共
同
募
金
に
よ
る
平

成
29
年
度
助
成
を
い

た
だ
き
、
画
材
・
作

品
の
保
管
設
備
な
ど

を
整
備
し
ま
し
た
。

現
在
、
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
「
新

道
ア
ト
リ
エ
」
で
活

動
す
る
40
名
の
登
録

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
は
、
自
ら
の
モ
チ
ー
フ
に
沿
っ
て
画
材
・
素
材

を
選
び
、
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
。
以
前
は
設
備

が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
制
作
中
の
作
品
の

出
し
入
れ
や
出
来
上
が
っ
た
作
品
の
保
管
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
す
べ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
で
、
作
家
ご
と
の
引
出
式
の
ケ
ー

ス
に
な
っ
た
こ
と
で
、
特
に
画
用
紙
作
品
は
自
分

で
出
し
入
れ
が
で
き
て
、
制
作
途
中
の
作
品
の
一

時
保
管
や
過
去
の
作
品
の
確
認
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
ス
ト
レ
ス
な
く
制
作
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
保
存
や
作

品
履
歴
確
認
も
よ
り
安
定
し
ま
す
。

大型作品保管棚（左）と画用紙など作品保管ケース（右）

西陣麦酒タップルームの壁面に展示中の複製画

天才アート KYOTO の作品が再現された和ローソク（左）と展示ブース（右）
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彫
刻
美
術
館
」
の
紹
介
を
見
つ
け
出
向
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

以
前
か
ら
休
日
に
は
お
寺
で
仏
像
を
観
る
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
は
小
さ
な
子

供
達
と
遊
ぶ
優
し
い
表
情
を
し
た
菩
薩
像
、
美
し

い
模
様
が
書
か
れ
た
衣
を
ま
と
っ
た
観
音
像
ほ
か

た
く
さ
ん
の
仏
像
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中

で
も
不
動
明
王
を
真
近
で
観
た
時
は
、
そ
の
迫
力

あ
る
眼
差
し
と
光
背
や
胸
元
の
装
飾
の
彫
り
の
繊

細
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

隆
太
も
不
動
明
王
の
力
強
さ
、
剣
を
持
っ
て
い

て
か
っ
こ
い
い
所
が
好
き
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
、
そ
れ
か
ら
は
毎
年
出
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

隆
太
が
仏
像
を
描
く
時
は
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や

本
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
根
気
と
集
中

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
顔
や
目
の
表
情
、
き

れ
い
な
飾
り
、
細
か
い
線
や
模
様
を
き
ち
ん
と
丁

寧
に
描
く
こ
と
が
楽
し
い
そ
う
で
す
。

ま
た
、
そ
の
作
品
を
「
す
ご
い
ね
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り
、
た
ぶ
ん
そ
の
言
葉
が

原
動
力
と
な
っ
て
隆
太
の
「
描
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

〈
幼
児
期
〉
絵
を
描
き
始
め
る
ま
で

隆
太
は
歩
き
だ
し
た
頃
か
ら
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
が
苦
手
で
、
少
し
目
を
離
す
と
ど
こ
か
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
り
言
葉
も
少
な
か
っ
た
り
し
た

こ
と
も
あ
り
、
２
才
半
ご
ろ
児
童
相
談
所
の
診
断

を
受
け
て
「
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
」
と
い
う
療
育
に

通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
主
に
親
子
で
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
た
り
し
な
が
ら
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
集
団

生
活
に
慣
れ
さ
せ
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
、
入
園

を
希
望
す
る
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
保
育
園
探
し

を
始
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
近
く
の
保
育
園
を

回
っ
て
も
ど
こ
も
障
害
児
を
受
け
入
れ
て
下
さ
る

所
は
無
く
、
３
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
決
ま
っ
た

の
は
電
車
で
ひ
と
駅
先
の
保
育
園
で
し
た
。

４
月
に
な
り
保
育
園
に
通
い
だ
し
た
あ
る
日
の

こ
と
、
電
車
が
動
き
出
し
て
間
も
な
く
、
突
然
自

分
た
ち
が
乗
っ
て
い
る
車
両
の
端
か
ら
端
ま
で
を

走
っ
て
２
～
３
往
復
し
は
じ
め
ま
し
た
。
満
員
電

車
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
つ

か
ま
え
て
座
ら
せ
て
も
ま
た
立
ち
上
が
る
の
く
り

返
し
で
、
と
に
か
く
駅
に
つ
く
ま
で
の
５
分
間
が

と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ
嫌
で
し
た
。

し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
危
険
で
、
他
の
方
に
も

迷
惑
が
か
か
る
と
大
変
な
の
で
、
何
と
か
隆
太
の

気
を
引
く
た
め
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
よ

う
と
考
え
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
片
手
に
絵
本

片
手
に
隆
太
を
抱
え
て
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
案

の
定
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
は
連
れ
戻
す
と
い
う

日
が
続
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ひ
と
月
ほ
ど
過
ぎ
た
こ
ろ
、
よ
う
や

く
電
車
内
を
走
る
こ
と
も
し
な
く
な
り
、
座
席
か

ら
離
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
電

車
内
で
も
保
育
園
で
も
少
し
ず
つ
絵
本
を
手
に
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
特
に
よ
く
見
て
い
た
の
は
「
ニ
ン
グ
ル
」

と
い
う
妖
精
の
人
形
の
写
真
集
や
「
モ
チ
モ
チ
の

木
」、「
花
さ
き
山
」、「
三
コ
（
さ
ん
こ
）」
と
い

う
版
画
の
さ
し
絵
が
特
徴
的
な
本
や
動
物
図
鑑
な

ど
お
気
に
入
り
が
増
え
る
と
共
に
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
ひ
な
祭
り
会
で
見
た
お
内
裏
さ
ま
や
機
関
車
な

ど
、
だ
ん
だ
ん
形
に
な
っ
た
絵
を
描
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

現
在
、
隆
太
が
好
き
な
絵

何
が
好
き
か
た
ず
ね
て
み
る
と
、
鬼
や
鬼
も
含

め
た
お
面
、
ギ
タ
ー
、
機
関
車
、
似
顔
絵
、
動
物
、

仏
像
な
ど
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ

の
中
の
２
つ
に
つ
い
て
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
考
え
な
が
ら
描
い
て
い

る
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

動
物
の
絵
に
つ
い
て

動
物
の
絵
を
描
く
時
は
似
顔
絵

や
仏
像
と
違
い
、
自
分
の
想
像
し

た
も
の
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
２
匹
の
子
熊
の
絵
と
、
２
匹

の
背
の
低
い
キ
リ
ン
の
絵
に
つ
い

て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
小
熊
の
絵
は
自
分
で
短
い
話
を

考
え
た
よ
う
で
、「
２
匹
は
友
達
で
赤

い
カ
バ
ン
に
お
弁
当
を
入
れ
ピ
ク
ニ
ッ

ク
に
や
っ
て
来
た
。
川
に
着
く
と
水
の

中
で
は
魚
が
泳
ぎ
、
そ
れ
を
見
た
小
熊

た
ち
は
魚
つ
り
を
し
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

次
に
２
匹
の
キ
リ
ン
の
絵
は
、
な
ぜ

背
が
低
い
の
か
と
い
う
と
、
あ
る
日
牛

乳
パ
ッ
ク
を
見
て
思
い
つ
き
、
顔
の
部

分
は
紙
コ
ッ
プ
、
体
は
牛
乳
パ
ッ
ク
を

横
向
き
に
、
脚
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
カ
ッ
プ
の

形
を
思
い
浮
か
べ
て
描
い
た
そ
う
で
す
。

い
ず
れ
も
子
供
っ
ぽ
い
発
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
に
は
絵
本
の
中
の
一
場
面
を
見
て
い
る
よ

う
に
考
え
ま
し
た
。

仏
像
の
絵
に
つ
い
て

お
そ
ら
く
隆
太
の
絵
の
中
で
よ
く
見
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
は
仏
像
の
絵
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
不
動
明
王
が
好
き
に
な
っ
た

の
は
、
数
年
前
に
手
に
し
た
「
京
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ロ
ー
ド
」
と
い
う
冊
子
で
、「
松
本
明
慶
佛
像

「光と光が混ざり、いやしのロックのように」画用紙・色紙　2008 年頃

描
く
こ
と
は
人
と
つ
な
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
野 

真
由
美

寄　稿
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天 才
アート
ノート

西村 紫苑

川田 優也

「光と光が混ざり、いやしのロックのように」画用紙・色紙　2008 年頃

久保 直己　Naoki KUBO　1986年生
彼は身近な人や街で見かけた人、テレビに登場した人、さまざまな人物をモチー
フに描き続けている。作品はシンプルなタッチの線描とごくあっさりした着色
だが、その人物の特長や性質・性格などを見事に捉えており、それと同時にふ
しぎな生命感のようなものも感じさせて観るものを引きつける。

川田 優也
Yuya KAWATA
1989年生
写真の作品は10年以上前の十代
の頃に、彼が自らの手で紙を切り
糊で張り付けて制作できたコラー
ジュ作品の一部である。現在は、
ハサミの操作などが困難になって
いるため、代わってPC画面上で
画像ソフトを駆使して制作を続け
ているが、その色彩感覚や造形構
成の巧みさはいささかも衰えてい
ない。

「入ぼのダ」 　画用紙・カラー
ペン・色えんぴつ　2017 年

「井上さん」画用紙・色えんぴつ　2017 年 「お相撲さん」画用紙・色えんぴつ　2017 年 「お坊さん」画用紙・色えんぴつ　2017 年 「女の人」画用紙・色えんぴつ　2017 年

「朝の水蒸気がラッシュのスタートを告げる」画用紙・色紙　2008 年頃

「妖怪」 　画用紙・カラーペン・色えんぴつ　2017 年

久保 直己

西村 紫苑　Shion NISHIMURA　2002年生
西村紫苑は、画用紙を切り・丸め・カラーペンなどで着色して身体
各部を作り上げた後、セロハンテープや接着剤で創造上の魔人像や
閻魔大王像や仁王像など表紙のような作品を作り上げていく。そうし
た制作活動の合間に時折このような絵を描くことがある。彼にとって、
こうした絵は「像」のモデルやアイデアを検討したり確かめたりする「構
想図」や「設計図」であるようだが、リアリティーやストーリー性に
富んだ絵になっている。
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■ 
天
才
ア
ー
ト
グ
ッ
ズ
の

　

店
頭
販
売
開
始
‼

か
ね
て
か
ら
支
援
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら
の
要
望

が
あ
り
、ま
た
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
、天
才
ア
ー

ト
グ
ッ
ズ
の
常
設
店
舗
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

店
舗
は
、
セ
ブ
ン-
イ
レ
ブ
ン
様
の
京
都
烏
丸
六

角
店
、
京
都
阪
急
大
宮
駅
南
店
、
京
都
七
条
大

宮
店
、
西
院
駅
南
店
の
４
店
舗
で
す
。
ほ
か
に
は
、

京
都
市
観
光
協
会
の
二
条
城
内
売
店
、
左
京
区
岡

崎
の
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」
Ｂ
１
に
あ

る
京
の
伝
統
産
業
品
売
場
の
「
紫
苑
」
で
す
。

取
扱
商
品

は
、
ふ
ろ
し

き
と
ス
ポ
ン

ジ
ク
ロ
ス
、

京
扇
子
の

３
品
目
で
す

（
京
扇
子
は

「
紫
苑
」
の

み
）。
お
近

く
を
お
通
り

の
節
は
一
度
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
知
り

合
い
の
方
に
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■ 「
京
の
か
が
や
き
疎
水
物
語
」

　
に
作
品
提
供

こ
の
度
、
以
前
よ
り
災
害
時
備
蓄
用
と
し
て
、

京
都
市
上
下
水
道
局
が
販
売
さ
れ
て
い
る
長
期

保
存
可
能
な
ボ
ト
ル
飲
料
水
「
京
の
水
道 

疎
水

物
語
」
の
名
称
を
「
京
の
か
が
や
き 

疎
水
物
語
」

に
変
更
し
、
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

に
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
新
道
ア
ト
リ
エ
所

属
作
家
の
若
林
義
輝
さ
ん
の
作
品
『
心
ゆ
っ
く
り

流
れ
て
る
』
を
提
供
し
ま
し
た
。
長
期
保
存
の
き

く
飲
料
水
の
清
新
さ
と
琵
琶
湖
疎
水
の
環
境
保
全

の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
爽
や
か
な
デ
ザ
イ
ン

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、「
京
の
か
が
や
き 
疎
水
物
語
」
は
、

４
９
０
㎖
の
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
で
す
。
販
売
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
京
都
市
上
下
水
道
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w.city.kyoto.lg.jp/suido/

page/0000073732.htm
l

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は
「
正
会
員
・
賛
助
会
員
・
名
誉
会

員
」
の
３
種
類
。
ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、「
障

碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援

基
金
」
な
ど
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て

■ 

広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構

の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様

や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号

３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配

布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
、

ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

写
真
に
あ
る
18
体
の
像
は
、
い
ず
れ
も
画
用
紙
を
切
り・

丸
め
・
カ
ラ
ー
ペ
ン
や
カ
ラ
ー
セ
ロ
ハ
ン
な
ど
で
着
色
し

て
、
身
体
各
部
を
作
っ
た
後
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
や
接
着

剤
で
一
気
に
組
み
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
早
い
と
き
は
１

時
間
ぐ
ら
い
で
１
体
を
仕
上
げ
る
。
小
学
生
時
代
か
ら
の

め
り
こ
ん
で
創
り
続
け
て
い
て
、
す
で
に
数
百
体
に
達
し

て
い
る
。
ま
た
立
体
作
品
制
作
の
合
間
に
は
、
カ
ラ
ー
ペ

ン
や
色
え
ん
ぴ
つ
を
使
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
が
あ
る
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

〈
編
集
後
記
〉

２
月
３
日
〜
３
月
８
日
ま
で
開
催
し
た
「
天
才
ア
ー
ト
が

や
っ
て
き
た
！
～
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
～
天
才
ア
ー

ト
作
品
ポ
ス
タ
ー
展
」
の
会
場
は
、
従
来
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
展
示
場
で
は
な
く
、
京
都
駅
新
幹
線
地
下
自
由
通
路
で
、

公
共
の
空
間
を
活
用
し
た
展
示
で
し
た
。
通
勤
通
学
や
観
光

客
な
ど
、
毎
日
多
く
の
人
た
ち
が
行
き
交
う
場
所
で
の
展
示

は
初
め
て
で
し
た
が
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
や
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
４
回
企
画
展
「
土
屋
彰
男
と
大
栁
憲
一
、２
人

の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。」
は
、
天
才
ア
ー
ト
展
以
外
で
は
他
の

施
設
の
作
家
さ
ん
と
の
初
め
て
の
コ
ラ
ボ
２
人
展
で
す
。
新

し
い
試
み
の
連
続
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
従
来
と

違
う
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「フィギュア/ 伐折羅大将立像（下段左から 6 
番目）ほか」 西村 紫苑　Shion NISHIMURA　
画用紙・カラーペン・カラーセロハン・セロハ
ンテープ　2017 年

「 心 ゆっくり流 れてる」
2015 年制作、紙・カラー
ペン、148×100mm

セブン - イレブン様の天才アート KYOTO 商品売場


